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エンデラン大学語学研修に参加して 

社会情報科学部 2 年 

 

研修で体験したことや今後の目標 

 

 よく巷では「日本はいい国」だと言われていますが、ずっと日本にいては何がいいのか理

解することができません。日本のよさは他国を知り初めて見えてくるものだと考えているか

らです。今回の研修では、フィリピンで一か月間生活したくさんの学びを得ることができま

した。 

先進国である日本と比べて、フィリピンは発展途上国です。貧富の差が激しく、日本のよ

うにきれいなビルが立ち並ぶ地区とスラム街のような地区が近くに存在します。大学から現

地のタクシーアプリで３０分ほどの場所にある大型ショッピングモールには、ユニクロや無

印良品などの日本のブランドはもちろん、ディオールなどの高級ブランドもあります。一方、

そこから歩いていける距離には治安が悪いことで有名な市場があったりします。治安が悪い

地区をタクシーで通るときに、信号で停車中に赤ちゃんを抱えた物乞いが窓をたたいてお金

を要求してくることを何度か経験しました。 

 また、フィリピン人は日本人と比べてフレンドリーだと感じました。インターンでは外資

ホテルの IT 部署に配属されましたが、従業員はフレンドリーな方が多く、仕事のことにつ

いても優しく教えてくれました。現地で私の 1on1 の授業を担当してくださった先生も、日

本人留学生はシャイで口数が少ない人が多いとおっしゃっていたため、普段以上に明るくお

しゃべりでいるように心がけていました。 

 現地の大学での寮生活は慣れるまでは大変でした。初対面の 4 人との共同生活で、部屋は

ずっと散らかっていました。また、水道水が飲めないことや、シャワーに勢いがない、トイ

レに紙を流せない、通信が遅いなどのフィリピンならではの問題があります。しかし、慣れ

れば近い年齢の学生との共同生活は楽しく、寮でお菓子パーティーやピザパを開催し、楽し

い日々を送ることができました。 

 最後に、私の今後の目標はたくさん海外に行くことです。特にまだ行ったことのないアフ

リカに行きたいです。また、観光地ではなく、現地の方しかいないような地域を訪れたいで

す。これは今回の研修で、ただホテルに泊まって観光地を訪れて帰るのと実際に現地で生活

するのでは見える景色が違うと感じたからです。外国人向けにつくられたホテルや観光地に

行くだけでは現地のことをしっかり知ることができないと考えています。今後も英語や海外

のコミュニケーションを学び、海外に見聞を広げたいです。 

 

  



エンデラン大学語学研修に参加して 

環境人間学部2年 

 

私は小さいころから英語が好きで、英語力を向上させたいと思ったのが今回留学を決めた

最大のきっかけでしたが、約1ヶ月間フィリピンでの生活を通して得たものは、英語力だけ

ではありませんでした。フィリピン人の価値観やフィリピン文化、生活様式、社会問題な

ど、日本にいては絶対に学べなかったことに日常的に触れることができました。歩いている

だけで手を振ってくれたり挨拶をしてくれたりする陽気な現地の人、基本味付けが濃くてハ

イカロリーなものが多いフィリピン料理、炎天下の中で裸足のまま遊ぶこどもたち、車が停

まると窓をノックしてくる物乞いの人など、全ての光景が新鮮で、驚きの毎日で、刺激的で

した。 

そんな毎日を繰り返す中で、私は私自身の物事の考え方などが少し変わった気がします。

例えば、最初の方はグループクラスなどで自分から発言するのが怖かったし、街の人に話し

かけられても上手く英語が出てこなかったりして、自分に自信が持てませんでした。しか

し、フィリピン人だけでなく、同じ日本人留学生などフィリピンで出会った人皆が優しく

て、暖かい雰囲気を常に作ってくれていたおかげで、積極的に発言することや自己表現する

ことの不安感や抵抗が徐々になくなっていくのがわかりました。絶対に自分を受け止めてく

れる、自分を肯定してくれる環境があることの安心感や居心地の良さを実感しました。 

もちろん、留学は楽しいことだけではなく、辛いことや上手くいかないこともたくさんあ

りました。例えば、私は現地の食事で酷い食中毒になってしまい、思うように授業に行けな

くて苦しかった期間が⾧く続きました。また、初対面の人との共同生活もはじめは慣れなく

て戸惑うことも多かったです。でも、私はこのような上手くいかなかった経験さえも大きな

学びになったので経験できて良かったと思っているし、そう思えるくらいとにかく留学が楽

しかったです。あっという間で夢のような1ヶ月間でした。 

最後に、留学を迷っている人にはぜひこの機会に挑戦してみてほしいなと思います。留学

でしか得られない経験や学びは必ず自分の成⾧につながると思います。私は、フィリピン留

学で得たかけがえのない思い出を大切に、これからもいろいろなことに挑戦していきたいと

考えています。 

  



エンデラン大学語学研修に参加して 

理学部 3 年 

 

私は大学生として、理学部生として、このフィリピンでの留学を経験できて本当に良かっ

た。覚悟を決めて申し込んだ過去の自分に感謝している。 

このプログラムは春休みの一か月を使ってフィリピンで語学研修ができる。マンツーマン

レッスンとグループレッスンを 3 時間ずつと実践的な英語をみっちり勉強することができ、

さらに希望者はインターンも経験できる。留年せずに海外経験をしてみたかった私にとって

これはチャンスだと思い、今回参加を決めた。 

このプログラムで私が得たことは大きく二つある。一つは会話についてだ。このレッスン

ではスピーキングがより求められ、さらに同じ大学だけでなく異なる大学から来た仲間との

共同生活もあった。普段は無口な私にとって、最初の一週間は普段の一か月分喋ったのでは

ないかと思うほどいっぱいいっぱいになり、その土日は初週にもかかわらず遊びに出かける

気が起きないほどだった。しかし、先生や授業内容のおかげで会話がしやすい環境がつくら

れ、快活で心優しい仲間に囲まれたこともあり不思議と慣れることができた。次の週末には

前ほどの辛さもなく土日とも観光を楽しんだ。この語学研修を通して実践的な英語のスキル

だけでなく、会話をすること自体に慣れてきたのだと思う。話すことの抵抗や恐れをなくし、

気を張りすぎずに適度にリラックスした状態で人と話せるようになった気がする。言語や会

話の上手下手に関わらない、こういった慣れを得たことは今後の言語学習やコミュニケーシ

ョンにおいても大きく役に立つと思う。 

もう一つは人との出会いについてだ。私はこの研修中、素晴らしい出会いに囲まれた。エ

ンデラン大学の先生や生徒、寮のスタッフ、インターン先の従業員からトップの方まで、現

地でお世話になった方々は皆あたたかくフレンドリーで、私たちのフィリピンでの生活を心

身ともにサポートしてくれた。また、共に日本から来た個性的な仲間たちとの共同生活もと

ても学びごたえのあるものだった。共同生活だからこそ、彼らの考え方やふるまいなどをよ

り深く知ることができ、新たな視点や自身の今後のヒントを得たような気がしてとても面白

かった。そんな学びごたえのある日々の中で特に印象的な出会いがあったのは観光中のこと

だ。ほぼノープランでバスに乗り込みタガイタイへ向かっていると、後ろに座っていたフィ

リピン人の二人組に絡まれた。当然警戒したが、いろいろあって彼女らが快く旅のお供を提

案してくれ、私たちの旅を丁寧にかつ楽しそうにサポートしてくれた。さらには私たちの時

間の都合に合わせて、もともと彼女らがたてていた観光プランをやめて私たちを最後まで安

全に帰らせてくれたのだ。そんな彼女らの寛大な心に驚いたが、もう一つ驚いたことがある。

彼女らはその間、”本当に”周りの人を常に笑顔にしていたのだ。車中では二人の話に周りの

乗客は笑みを浮かべ、店員や物売りの人と話すときもよく相手を笑わせていた。本当に『周

りの人を笑顔にする』人を初めて目の当たりにして衝撃を受け、そして「なんて幸せを届け



てくれる方だろう」と感動した。私にはとても真似できないが、自身の生き方の参考にした

い、憧れの一つをこの観光で得た。 

この語学研修で得た知識・能力・出会いを以て、自身の将来の可能性が格段に広くなった

ように感じる。一見すると、あまり理学部には活かせない経験のように見えるが、逆にこれ

を活かせたときこそが大チャンスだと思う。するとあとは自身の頑張り次第なので、まずは

ビジョンを具体化してそれに向かって何をすべきかを突きとめ、自身の向上を努めていきた

い。フィリピンでお世話になった方々への恩返しを新たなモチベーションの一つにして自身

を突き動かしていきたい。 

  



エンデラン大学語学研修に参加して 

理学部1年 

 

今回、この語学研修に参加する前と後では考え方やものの見方が大きく変わりました。初

めての留学で、行くまではとても不安でしたが、素晴らしい経験をして、たくさんのことを

学びました。私が心に残ったことは、3つあります。 

1つ目は、英語を話すことに抵抗がなくなったことです。今回語学研修に参加するまで

は、文法を間違えていたら嫌だなとか通じなかったらどうしようとか色々なことを考えて、

英語を話すことを恐れていました。しかし、そんなこと考えず思っていることを自分なりに

声に出して言ってみることが大切なのだと学びました。自信がなさそうにしているから、伝

わらないのだとわかりました。こんな風に思えるようになったのは、マンツーマンレッスン

やグループレッスンの先生が自分の言いたいことを汲み取ってくれて、拙い英語でも最後ま

で聞いて下さったことが大きな要因の一つです。さらに、グループレッスンでは、ゲームを

したりして、楽しい環境で英語を使えたこともよかったと思います。このようなことから、

英語を話すことが怖いことではなくなり、躊躇なく話せるようになりました。 

2つ目は、日本にいたら考えないようなことや、見られない景色を見られたことです。私

自身は今、‘’夢は何か‘’と聞かれたとき具体的に答えることは難しいし、将来について考え

るのが少し怖いなと思ってしまいます。しかし、マンツーマンの先生など、関わったフィリ

ピンの先生方は、具体的な夢や目標を持っていて、それを言うことに全く迷いがありません

でした。そのようなことは私にとって、とても刺激になったし素敵だと思いました。そのた

め、フィリピンにいる間は、自分の将来のことについてたくさん考え、色んな人の考えを知

ることができました。日本にずっといたらこの時期に考えることはなかったと思うのですご

く良かったです。 

さらに、フィリピンでは、どこのモールに入るときも毎回持ち物チェックをするセキュリ

ティガードの人がいました。また、寮や学校がある地域から離れた地域の道端では物乞いを

している人がいました。日本では見たことがない景色だから驚きました。また、水道水は飲

んだらダメということやチップを払わないと使えないお手洗いがありました。日本で過ごす

私はいかに安全で恵まれた環境にいるのかとすごく感じました。フィリピンと日本は違いが

多くあり、いろいろなことを知り、考えることができました。 

3つ目は、色々な人と関わるのは楽しいということです。最初、今回県立大学では1回生

が自分１人だけで、寮の4人部屋でも県立大生が1人の部屋になり、1ヶ月過ごせるのか不安

でした。しかし、1ヶ月間フィリピンで過ごしていく中でたくさんの人と色々なことを一緒

に経験し、たくさん話して、毎日すごく楽しかったです。そして、本当に心から出会えて良

かったなと思える人たちと出会えました。全く知らなかった人たちと一緒に1ヶ月過ごすこ

とで、こんな風に思うことができるとは思っていませんでした。 



以上 3 つ以外にも多くのことを学び、成⾧することができました。今回得たものは、私の

中で宝物です。これから今回学んだことや経験を生かして、たくさんのことに挑戦していき

たいと思います。本当にこの語学研修に参加して良かったです。 



エンデラン大学語学研修に参加して 

社会情報科学部 2 年 

 

 エンデラン大学語学研修に参加して言語や文化などたくさんのことが学べたと共に、海外

で生活していくことに対する自身をつけることもできました。研修は 3 週間の語学研修と 1

週間のインターンシップでした。 

 まず語学研修ではマンツーマン授業と少人数のクラス授業がありました。マンツーマン授

業ではとにかく英語を使ってコミュニケーションをとらなければならず、リスニングはもち

ろんスピーキングの力をつけることができました。毎日英語続けていると徐々に先生が使っ

ている表現や言い回しを覚え、それを使えるようになっていました。研修が進むにつれて自

分が使える語彙や表現が増えていくことを実感できたのは大変嬉しかったです。授業は教室

内だけに留まらず、教室の外で実施されることもありました。教室の外で行われる授業は、

話さなければならないというよりむしろ自然と話す環境でした。その経験は自分自身の英会

話能力の向上に大きく寄与したと思います。一方グループ授業では英語を用いてディスカッ

ションなどをしました。グループではあるものの発言の機会は多く、最初は恥ずかしさも少

なからずありました。しかし先生はもちろん授業を受ける学生もフレンドリーで教室内は話

しやすい雰囲気になっていました。このような環境で進められる授業では発言もしやすく、

なにより授業そのものを楽しむことができました。 

 次にインターンシップです。私はホテルの IT 部門に配属され、ホテル内の電話機や Wi-

Fi、基幹システムなどについて学びました。終盤には実際にホテル内で起きた問題のトラブ

ルシューティングも体験しました。当たり前ですがインターンは全て英語で実施され、英語

を使って仕事をすることができたのは大変貴重な経験となりました。それと同時に英語を用

いて働くことができたということは自信に繋がりました。 

 休日や放課後は場所を訪れフィリピンの文化や自然、歴史などについて学びました。例え

ばサンチャゴ要塞では戦時中のフィリピンの状況を知り、マニラ大聖堂では宗教、国立美術

館では芸術文化、自然史博物館では文化と歴史を学びました。この他にもアジア最大級のシ

ョッピングモールである Mall of Asia やフィリピンの避暑地の Tagaytay、アメリカ軍基地跡

の Subic などを訪れました。マニラ周辺はタクシーで行くことができましたが、Tagaytay や

Subic のようなマニラから離れた場所へはタクシーを使えませんでした。そのためこれらの

場所へ行くために自分たちで交通手段や経路を考え、先生や現地の方々に尋ねることが必要

不可欠でした。特にインターネットで検索する場合は、日本語のサイトは数が限られるので

英語で検索する必要がありました。道中もどこへ行けば良いか分からず迷うこともありまし

たが、現地の人々と英語でコミュニケーションを測りながら目的地へ辿り着くことができま

した。たくさんの苦労を乗り越えて見ることができた景色は生涯忘れることのないものとな

るでしょう。 



 最後に今回の研修では先生はもちろんエンデラン大学に通う学生や現地の方々、インター

ン先の社員の方などたくさんの方々に出会うことができました。フィリピンで出会った人々

はフレンドリーで彼ら彼女らとともにかけがえのない時間を過ごすことができました。フィ

リピンで過ごした 1 ヶ月間は大変有意義な時間でした。 

  



エンデラン大学語学研修に参加して 

社会情報科学部 2 年 

 

エンデラン大学語学研修は私にとって初めての海外体験でした。英語力を伸ばしたいと思

いこの研修に参加しましたが、英語だけではなく様々なことを学び、体験することができま

した。その中でもエンデラン大学の授業と土日の観光について説明します。 

エンデランの授業はマンツーマンレッスンが 3 時間と 7 人くらいのグループレッスンが 3

時間ありました。特にマンツーマンレッスンは英語力を向上させてくれたと思います。マン

ツーマン授業は文法を学習する Integrated Skills が 1 時間とスピーキングやライティングを

行う CHATTER BOX が 2 時間ありました。最初は先生が言っていることを聞き取るのが精

一杯で、聞かれたことに対して 1、2 単語で返すことしかできませんでした。しかし、

CHATTER BOX で先生の質問に答えていくうちに、少しずつ文章を作れるようになりまし

た。また私が情報系の学部に所属していることを伝えると、先生も IT には興味があると言

って様々なことを教えてくださいました。IT エンジニアや IT マネジャーについての説明を

英語で読んだり、IT のコールセンターのロールプレイをしたりしました。自分が学んでいる

ことについて英語で学ぶことは、将来英語を話す人々と一緒に働く時に役立つと思いました。

さらに私のマンツーマンの先生が歴史を専門にしていたため、産業革命についても英語で学

びました。私は高校生の時世界史選択ではなかったため新しく学ぶこともありましたが、先

生が分かりやすく説明してくださったため理解することができました。英語だけでなく歴史

も学べてとても満足しました。 

 

週末はマニラ周辺だけではなく、タガイタイやスービックなどマニラから片道 3～4 時間

かかる場所にも行きました。特にタガイタイでの出会いはとても印象に残っています。タガ

イタイへは高速バスに乗って行ったのですが、乗車券をバスの中で買わなければならず英語

で伝えるのに苦労しました。私たちは計画が不十分で、「タガイタイのどこに行きたい？」と

聞かれて「一番有名なところ」と答えるしかありませんでした。それを見かねてか、後ろの

席に座っていた 2 人の外国人観光客が行き先を車掌さんに伝え、降りる場所も教えてくれま

した。さらに知らない場所でバスを降りて迷っていた私たちをジプニー乗り場まで案内し、

一緒に People's Park in the Sky という観光地まで連れて行ってくれました。そこには展望台

があり、火山、湖、山、高級住宅地などが見えました。また、馬に乗って写真を撮ることも

できました。案内をしてくれた 2 人とも仲良くなり、一緒に写真撮影をし、お昼ご飯を食べ

ました。そしてマニラのバス停まで連れて帰ってくれました。優しい観光客の人に出会えて

私たちは本当にラッキーでした。しかし計画は入念に立てていくべきだと実感しました。 

 

私は今回の留学を通して英語のリスニング能力とスピーキング能力、そして言語に関わ



らずコミュニケーション能力が身に付いたと思います。道が分からない時に他の人に聞くこ

とが多くあっため、知らない人に話しかけることに慣れました。これから県大で GLEP の国

際交流のプロジェクトを進める時は、留学生にも怖気づかずに話しかけたいです。そして身

につけた英語力をプロジェクトや TOEIC のテストなどに活かしていきます。 

  



エンデラン大学語学研修に参加して 

環境人間学部 2 年 

 

 エンデラン大学語学研修では非常に充実した 4 週間を過ごすことができました。文化、言

語や気候など、何もかもが違うフィリピンは私にとって非日常の空間で毎日が新鮮でした。 

 授業を通じて、英語はただの教科ではなく、コミュニケーションツールであると実感しま

した。先生は優しい方ばかりで、分からない単語を理解するまで丁寧に説明してくれ、私の

つたない英語を理解しようとしてくれたり、私が話すのを待ってくれたりしたため英語を話

すことが楽しいと感じるようになりました。つたない英語であっても、話す自信がついたと

同時に、相手の英語をすべて理解したい、自分の言いたいことをもっと流ちょうに話せるよ

うになりたいと強く思いました。この経験は現在の英語学習のモチベーションになっていま

す。 

 授業で印象に残っていることの一つは、褒め合いのゲームをしたことです。このゲームに

は褒められた側の返答は「I know」か「Thank you」のみという縛りを設けられており、謙遜

ができないようになっていました。日本で生きていると行き過ぎた謙遜をし、自己否定にま

で陥ってしまうことが時々ありますが、このような体験を通じて褒め言葉を素直に受け取る

こと、自己肯定感の重要性を学びました。日本人の学生同士でも褒め合うことが多くなって

いったように思います。 

 寮生活では、はじめは不便だと思うこともありましたが、すぐに慣れました。出身地や大

学、学部の異なる友人と話したりゲームをしたりすることが楽しく、充実した日々を過ごし

ました。 

 フィリピンでの生活や観光を通じて、フィリピンやフィリピン人の人柄が好きになりまし

た。フィリピン人はフレンドリーで他者の目をあまり気にせず、自分軸で生きている人が多

いように感じました。お店ではオーダーミスやメニューにある料理が品切れということも

度々ありましたが、必要以上に謝らないところが日本とは違う文化で、良いなと感じました。

完璧ではなく、ミスをするけれど相手のミスにも寛容であるような雰囲気がありました。ま

た、過剰に謝られることがないためサービスを利用する側としても自己主張がしやすく、オ

ーダーミスや寮の設備不良など、何かミスや不満があった際に思っていることを相手に容易

に伝えられました。ミスに対する捉え方は国によって違うということを知り、自己主張の大

切さを学びました。 

 これまでは海外旅行に対して高いハードルを感じていましたが、つたない英語でもなんと

か伝わることや、異文化の面白さついて学ぶことができたため、海外旅行を沢山したいとい

う欲が強くなりました。フィリピンでの経験を通じて、少し臆せず生きられるようになりま

した。フィリピンで過ごした 4 週間の何気ない出来事の一つ一つが大切な思い出です。今回

の短期留学で得た非常に多くの学びや経験を今後の人生に活かしたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


